
１ 「ひなたのつどい（共生社会コンファレンス）」開催報告 
 

Ⅰ 概要 
１ 主催 

宮崎県教育委員会、文部科学省 

 

２ 運営委託 

  株式会社ＡＶＣ放送開発 

 

３ テーマ 

  誰もが楽しみや学びに出会うために 

 

４ 日時 

令和６年１月 27日(土)  午後１時から午後４時まで 

 

５ 開催方法・参加方法 

会場での参加 

ＷＥＢ会議システム「ＺＯＯＭ」でのオンライン参加 
 

６ 会場 

  宮崎県教育研修センター２階 研修ホール 

   〒880-0835宮崎市阿波岐原町前浜 4276-729 

 

７ 広報 

〇 チラシの配布（特別支援学校、市町村教育委員会等） 

 〇 県庁ホームページ、県生涯学習課ホームページ、ＳＮＳ等での周知 

 〇 フリーペーパー等でのイベント紹介 

 

８ 日程及び内容 

12:30  13:00  13:15       13:35 13:45           14:50  15:00         15:55  16:00      
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（１） オープニング  ※全体司会 真北 聖子氏（シンガーソングライター） 

〇 文部科学省の事業説明（障がい者学習支援推進室） 

〇 宮崎県の取組説明（教育庁生涯学習課） 

（２） 記念トーク 

     「波瀾万丈物語 〜未来へ向けて〜」 歌手 米良 美一氏 

（３） 県内団体紹介（動画） 

〇 子どもと家族・関係者の集まり ポン太クラブ（都城市） 

〇 宮崎大学ボランティアサークル びいだま（宮崎市） 

〇 バスケットボールチーム ブルーホーク（宮崎市） 

〇 輝きエイサーサークル（日南市） 

〇 ＨＰミュージックサポート（都城市） 

ハイブリッド開催 



〇 自主学級「あいとぴあ」（日向市） 

〇 宮崎手話サークル「いもっこ」（宮崎市） 

（４） 実践報告 

〇 公民館等モデル      （延岡市教育委員会社会教育課 飯野 小巻氏） 

〇 大学公開講座 （宮崎県立看護大学看護研究・研修センター 川原 瑞代氏） 

〇 特別支援学校取組推進校 （宮崎県立延岡しろやま支援学校 森永英津子氏） 

（宮崎県立小林こすもす支援学校 安藝美友希氏） 

（５） トークセッション 

〇 テーマ 「誰もが楽しみや学びに出会うために」 

〇 登壇者  米良 美一氏（歌手） 

上原 里奈氏（都城市生涯学習課） 

谷口 祐貴氏（宮崎県青島青少年自然の家） 

堀口 靖之氏（宮崎市聴覚障がい者協会） 

丸山 華音氏（南九州大学人間発達学部の学部生） 

〇 進 行  真北 聖子氏 

（７） クロージング 

 

９ 情報保障 

（１） 手話通訳（会場、オンライン配信） 

（２） 文字テロップ（オンライン配信） 

 

10 参加対象 

  障がいのある方々の生涯学習に関心のある県民 

 

11 申込み方法・申込先 

(１)  ２次元コード（ＷＥＢフォーム）、メール、ＦＡＸ（チラシ裏面）で受付 

(２)  申込先・問い合わせ先   株式会社ＡＶＣ放送開発 

 

12 オンライン配信テスト、オンライン参加への対応 

(１)  接続テストは、令和６年１月 20日(土)午前 10時から午前 11時 30分に実施 

（配信先：ＡＶＣ放送開発） 

(２)  ＺＯＯＭのＩＤパスコード等は、令和６年１月２５日(木)に連絡 

 

13 事後 

(１)  参加者アンケートの実施 

(２)  県生涯学習課ホームページ「みやざき学び応援ネット」更新 

 

  



Ⅱ コンソーシアムの実際 
１ 事前の参加申込人数 

〇 ＷＥＢフォーム   179名 

〇 ＦＡＸまたは電話   14名 

〇 事前申込人数    193名 

障がい当事者・家族 19 

障がい者団体・支援団体関係者 8 

福祉団体・福祉事業所関係者 27 

企業関係者 0 

教育行政関係者 35 

福祉行政関係者 2 

教育（学校等）関係者 45 

学生（児童生徒含む） 16 

ボランティア団体 10 

その他（一般） 31 

合計 193 

 

２ 当日の参加人数 

会場 107名 

オンライン 97名 

合計 204名 

  ※ 当日申込含む（都城きりしま支援学校でのパブリックビューイング等） 

 

３ アンケートの回答数 

〇 回答数 83名（紙媒体 63名、ＷＥＢフォーム 20名） 

〇 回答者の参加形態 会場 73名、オンライン 10名 

〇 回答者の所属内訳 

障がい当事者・家族 14 

障がい者団体・支援団体関係者 2 

福祉団体・福祉事業所関係者 9 

企業関係者 0 

教育行政関係者 11 

福祉行政関係者 2 

教育（学校等）関係者 23 

学生（児童生徒含む） 7 

ボランティア団体 8 

その他（一般） 7 

合計（紙 63、ＷＥＢフォーム 20） 83 
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３ 記念トークの概要 

   

自身の難病のことや歌との出会いを、坂本九氏の「心の瞳」など歌唱を交えながら紹介し

た。８月に就任した県の読書アンバサダーなどにも触れながら、得意なことを生かして社会に

貢献したいとの思いを伝えた。また、幼少期に自宅近くの公民館で歌を褒められたこと、歌へ

の思いや音楽の道に進んだことなども話した。 

 

【参加者から】 

〇 米良さんをはじめとして色んな団体の方々の関わり方など、障がい者の方々への支援な

どが楽しく聞けて良かったです。共生社会の益々の発展期待しております。 

〇 米良さんの話をもっと聞いてみたかった。 

〇 米良さんが盛り上げてくれましたね。真北さんの進行もさすがです。当事者２人が前に

出ることで共生社会の姿が強調されよかったです。 

〇 司会の真北さん、歌手の米良さんの温かいお人柄での進行にほっこりしました。 

〇 米良さんがおっしゃった「どんな人間でもいい所と悪い所がある」という言葉は、障がい

者と触れ合う時、健常者は異常に障がいがある人をあわれんだり、必要以上に気を遣った

りすることが逆差別になったりするということに改めて気づくきっかけをつくってくれま

した。さらに、米良さんが「自分が得意とすることを生かして社会の役に立つ活動をする」

という言葉も、将来何がしたいのか悩んでいる学生たちの心に響いたのではないかと感じ

ます。最後に、障がいがある人々の日常や活動を知ることで、自分が恵まれた存在であるこ

とを改めて認識できました。米良さんの「恵まれた体」という言葉にはっとした自分に気づ

くことができたのが本当に良かったと思います。 

〇 米良さんの歌に感動しました。いろいろな団体の取組を知り、元気がでました。みんなで

協力し合える世の中でありますように。 

〇 米良さんのお話を伺い、当事者の方の気持ちや気持ちの変化などを知ることができまし

た。知らないからこそ、近づけなかったり、逆の対応になってしまったりと、お互いを知る

ことが大切なのだと感じました。 

〇 米良さんの歌にジーンとしました。心に沁みました。ありがとうございました。 

〇 初めて米良さんにお会いして、人柄に感銘を受けました。 

〇 米良さんのお話が宮崎弁で親しみやすく、とても深いもので心を打たれました。 

 

 

 

 

 

 



４ 県内団体紹介の概要（動画） 

 

子どもと家族・関係者の集まりポン太クラブ（都城市） 

宮崎大学ボランティアサークルびいだま（宮崎市） 

バスケットボールチーム ブルーホーク（宮崎市） 

輝きエイサーサークル（日南市） 

ＨＰミュージックサポート（都城市） 

自主学級「あいとぴあ」（日向市） 

宮崎手話サークル「いもっこ」（宮崎市） 

  

  

  

 

【参加者から】 

〇 たくさんの団体が多様な取組をしているので、これからも続けていってほしいと思って

います。 

〇 県内団体紹介（動画）各団体 1分程でしたので直接見てみたいと思いました。 

〇 バスケットボールの皆さん、何回か観にいきました。お母さん方の熱い応援に感動しま

した。これからも頑張ってください。 

 

 

 



５ 実践報告の概要 

(１) 公民館等モデル 

団体名 延岡市教育委員会社会教育課 

報告題 生涯学習講座「かねのね」の取組 

報告者 延岡市教育委員会社会教育課 指導主事 飯野 小巻氏 

概 要 

延岡しろやま支援学校を会場に、年３回の講座を開催し

た。当事者アンケートの結果に応じて、各回、メイクやダン

スなど複数のプログラムを実施した内容について、その企

画段階から実際の活動までを報告した。 

  

   

  

【参加者から】 

〇 延岡市の取組内容が充実しているように感じました。初めての取組とのことでした

が、展開が素晴らしいと思いました。 

〇 延岡市の町、支援学校、大学など、各機関がつながっていく途中過程を聞くことがで

き、これからが楽しみな地域、取組だと楽しみになりました。 

〇 市町村の生涯学習講座への広がりを実感しました。今後も市町村担当者会を充実さ

せて、全ての市町村で講座が実施されるといいなと思いました。 

〇 特別支援学校の協力による取組。やはり学校は管理職の理解度によってここまで協

働できるのだなと印象的でした。 

 

 



(２) 大学公開講座 

団体名 県立看護大学 

報告題 ひむかアカデミア in看護大学 

報告者 県立看護大学看護研究・研修センター長 川原 瑞代氏 

概 要 

県立看護大学で実施した講座について、学生と視覚障が

いや聴覚障がいのある障がい当事者が一緒に企画し取り組

んだ事例を報告した。学生が集まって、当事者の方にとって

必要な配慮を具体的に考えながら準備を進めた様子なども

紹介した。 

 

 

 
 

【参加者から】 

〇 県立看護大学が、施設や人材を使って事業を展開していたが、それが学生の成長にも

つながっていて、ウェルビーイングだなと感じました。 

〇 看護大学の取組を通して、学生が学ばれた視点、学んでいかれた過程が大変すばらし

いと思いました。 

〇 障がいのある人の生涯学習の推進についての県内の取組を、全く把握していなかっ

たが、それを知ることができて良かった。看護大学の大学生や地域の高校生が、がんば

ってるなぁと思いました。参加して良かったです。 

 

 

 



(３) 特別支援学校取組推進校 

➀ 延岡しろやま支援学校 

団体名 延岡しろやま支援学校 

報告題 取組推進校発表（聴覚障がい教育部門） 

報告者 延岡しろやま支援学校 教頭 森永 英津子氏 

概 要 

延岡しろやま支援学校の聴覚障がい教育部門で、中学部

生徒と小学部児童を対象に、学校などで働く当事者が講師

となった取組を紹介した。卒業後の進路や当事者以外との

コミュニケーションなどについて学んだことを報告した。 

 

 

    
 

➁ 小林こすもす支援学校 

団体名 小林こすもす支援学校 

報告題 
地域で充実した生活を送るために 

～夢・希望のこすもすを咲かせよう～ 

報告者 小林こすもす支援学校高等部 安藝 美友希氏 

概 要 

小林こすもす支援学校を紹介した後、高等部で行った余

暇活動に関する学習や、地域の障がい者団体を講師とした

ニュースポーツ体験会を報告した。併設する小林高等学校

との交流なども紹介した。 



 

 

 
 

【参加者から】 

〇 小林こすもす支援学校の取組は、わかりやすく、併設校との交流は、まさに、共生社

会の一環だと感心しました。 

〇 学校で勤務していて感じていることを発信して、いろいろなところとつながり、みん

なでよりよい方向につなげていきたいと思う。 

〇 学校での指導内容や生きる上で必要な内容について、卒業後も、地域の中で継続して

教育を提供できる場や人材、体制が整えば整うとよいと感じています。学校現場とし

て、生涯学習に寄与できることを模索していきたいと思います。 

〇 団体や学校によってさまざまな取組が楽しそうだと思いました。これからは、共生社

会について考えを深め、生かしていきたいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ トークセッションの概要 

テーマ 誰もが楽しみや学びに出会うために 

登壇者 米良 美一氏（歌手） 

上原 里奈氏（都城市生涯学習課主幹） 

谷口 祐貴氏（青島青少年自然の家職員） 

堀口 靖之氏（宮崎市聴覚障がい者協会会長） 

丸山 華音氏（南九州大学人間発達学部の学部生） 

進 行 真北 聖子氏 

概 要 登壇者が所属している団体や大学等の取組を報告した。それぞれの登壇者は、

司会の真北さんと米良さんとトークするの中で、この事業に初めて取組んだ感想

や、団体で活動している様子などを紹介した。 

   

   
 

Ⅲ 成果と課題 
１ 成果 

〇 米良さんが、障がいのある人と無い人とが隔たりなく学ぶことについて話したことで、参加 

者の気づきにつながった。 

〇 学生や一般の参加者が昨年よりも多かった。参加者から、障がいのある方々の生涯学習につ 

いて考える機会となったという感想を多くいただいた。 

〇 コンファレンスの運営業務を委託したことで、当日は安定した音響やオンライン配信で実施 

することができ、ステージ運営等の他業務に集中することができた。 

 

２ 課題 

〇 発表時間が長くなるなどしたため、質疑応答の時間が取れず、会場やオンラインの参加者が 

意見感想を話す機会がもてなかった。 

〇 視覚障がいのある方などへ音声による情報保障が十分でなかった。 

〇 一般の参加者にとって、会場の県教育研修センターは馴染みがない施設であるためていねい 

な場所の案内が必要だった。 
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